
「愛知県その道の達人」派遣事業 実施報告書 

達  人  名 永田 典子 先生 （昔話・民話の達人） 
実  施  校 西尾市立八ツ面小学校 
実 施 日 平成２０年９月１１日（木曜日） 
実 施 学 級  ３年全クラス（１２３人） 

授業の実際 

    
１ 担任による達人の紹介。 
２ 永田先生より民話のお話を聞く。 

・ かぐや姫は、竹という植物からから生まれて、あっという間に大き

くなった。 
・ 桃太郎は、桃という植物から生まれて、大きくなった。きびだんご

を持って、旅に出る。 
・ ドラゴンクエストの主人公の男の子もいろいろなアイテムを持っ

て悪いやつをやっつける旅に出る。 
・ 愛知県の津具村には、重箱に入った桃が流れてくる桃太郎の話があ

る。 
・ 土地によって話がちがうが、あらすじは似ている。 
・ 楽しい話をだれかに話してあげたくて、民話が伝えられてきた。 

３ 達人に質問をする。 
   ・ 八ツ面には「やまたのおろち」の話が残っているが、他の土地に

もあるか。 
・ 八ツ面にきつねの民話が多いのはなぜか。 

 

児童の感想 

・永田先生は、昔のことをいっぱい知っていて、昔の人みたい。 
・知らない民話をたくさん教えてもらって、楽しかった。 
・ほかの県の民話も聞くことができておもしろかった。 
・もし、八ツ面の民話を調べていって困ったら、永田先生に聞くといいね。 
・民話の勉強で調べたことを永田先生に手紙で教えてあげたい。 

教師の感想 

・民話の学習の導入として、子どもたちに民話に興味をもたせるためには、

とても有効な１時間であった。 
・大学の先生の話を、視覚的な資料なしに１時間集中して聞けるものかと心

配したが、テンポのよい話で、子どもたちはよく聞いていた。 
 


